
2 1

は
2
0
1
6
年
に
﹁
先
端
酵
素
学
研

究
所
﹂、
常
三
島
地
区
に
は
2
0
1
9

年
に
﹁
ポ
ス
ト
L
E
D
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス

研
究
所
（
p
L
E
D
）﹂
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。﹁
先
端
酵
素
学
研
究
所
﹂
は
、

医
学
部
に
﹁
附
属
酵
素
研
究
施
設
﹂
が

1
9
6
1
年
に
設
置
さ
れ
た
と
こ
ろ

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
1
9
8
7

年
に
は
﹁
酵
素
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
﹂、

1
9
9
7
年
に
は
﹁
分
子
酵
素
学
研

究
セ
ン
タ
ー
﹂、2
0
0
7
年
に
は
﹁
疾

患
酵
素
学
研
究
セ
ン
タ
ー
﹂
と
改
組
を

重
ね
、
2
0
0
9
年
に
﹁
共
同
利
用
・

共
同
研
究
酵
素
学
研
究
拠
点
﹂
に
認
定
。

2
0
1
6
年
に
、﹁
疾
患
酵
素
学
研
究

セ
ン
タ
ー
﹂
と
﹁
疾
患
プ
ロ
テ
オ
ゲ
ノ
ム

研
究
セ
ン
タ
ー
﹂
を
改
組
す
る
と
と
も
に
、

﹁
藤
井
節
郎
記
念
医
科
学
セ
ン
タ
ー
﹂
と

﹁
糖
尿
病
臨
床
・
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
﹂

を
附
属
施
設
と
し
て
統
合
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、﹁
先
端
酵
素
学
研
究
所
﹂
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。﹁
疾
患
プ
ロ
テ
オ
ゲ
ノ
ム

研
究
セ
ン
タ
ー
﹂
は
2
0
1
2
年
に
、

1
9
9
8
年
に
設
立
さ
れ
た
﹁
ゲ
ノ
ム

機
能
研
究
セ
ン
タ
ー
﹂
を
発
展
的
に
改

組
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、﹁
藤

井
節
郎
記
念
医
科
学
セ
ン
タ
ー
﹂
は
、

医
学
部
酵
素
生
理
学
部
門
教
授
を
務
め

ら
れ
た
故
藤
井
節
郎
博
士
の
功
績
を
記

念
し
て
設
立
さ
れ
た
一
般
財
団
法
人
・

藤
井
節
郎
記
念
大
阪
基
礎
医
学
研
究
奨

励
会
か
ら
の
寄
附
に
よ
り
2
0
1
3

年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。﹁
糖
尿
病
臨
床・

ま
す
。
こ
の
仕
組
み
は
、
大
学
病
院
の

仕
組
み
を
取
り
入
れ
、
収
益
を
あ
げ
る

た
め
の
組
織
と
し
て
2
0
1
8
年
に

新
設
し
た
大
学
産
業
院
と
連
動
し
、
研

究
ク
ラ
ス
タ
ー
で
得
ら
れ
た
研
究
成
果

を
社
会
実
装
す
る
大
学
発
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
を
創
立
し
ま
し
た
。
社
会
課
題

を
解
決
し
て
収
益
を
あ
げ
、
そ
の
収
益

を
大
学
に
還
元
し
ま
す
。

地
域
課
題
の
解
決
と
豊
か
な
地
域
社

会
の
創
造
を
推
進
し
、
多
様
な
人
々
の

生
涯
に
わ
た
る
学
び
に
対
応
す
る
た
め
、

「
人
と
地
域
共
創
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

し
、
5
分
野
︵
リ
カ
レ
ン
ト
・
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ェ
、
地
域
人
材
育
成
、
イ
ン
タ
ー
シ
ッ

プ
教
育
、
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
な
ど
共
創
支
援
、
地

域
共
創
研
究
︶
の
取
組
を
2
0
1
9
年

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
外
部
資
金
を
多
様
な
方
法
で

獲
得
す
る
た
め
の
一
つ
と
し
て
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
2
0
1
7

度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
一
般
社

団
法
人
・
大
学
支
援
機
構
を
設
置
し
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
イ
ト

O
TSUCLE

︵
お
つ
く
る
︶
を
立
ち
上
げ
、

累
計
3
8
,
3
6
5
千
円
の
支
援

を
得
て
、
研
究
費
や
社
会
貢
献
な
ど
の

支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
研
究
所
の
改
革

現
在
、
徳
島
大
学
の
研
究
を
担
う
2

つ
の
研
究
所
が
あ
り
ま
す
。
蔵
本
地
区
に

は
じ
め
に

徳
島
大
学
は
、
新
制
の
国
立
大
学
と

し
て
1
9
4
9
年
に
創
立
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
本
年
、
2
0
1
9
年
は
、
創

立
70
周
年
と
な
り
ま
す
。
2
0
0
9

年
に
創
立
60
周
年
記
念
事
業
が
、
第
11

代
青
野
敏
博
学
長
に
よ
り
盛
大
に
挙
行

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
10
年
が
経
過

し
、
奇
し
く
も
令
和
の
時
代
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
10
年
、
少
子
・
高
齢
化
が

進
み
、
2
0
0
4
年
に
国
立
大
学
が

法
人
化
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
運
営
費
交
付
金
が
1.2
％
削
減
さ
れ
、

そ
の
効
果
が
顕
在
化
し
、
人
件
費
を
削

減
せ
ざ
る
を
え
な
い
ほ
ど
財
政
的
に
厳

し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況

の
下
で
、
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
大

学
改
革
が
要
求
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
意
味
で
こ
の
10
年
は
、
第
12
代
香
川 

征
学
長
︵
2
0
1
0
年
か
ら
6
年
間
︶
と

後
任
の
私
︵
4
年
間
︶
が
、
全
教
職
員
の

協
力
の
も
と
に
行
っ
て
き
た
大
学
改
革

の
10
年
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
こ
で

は
、
こ
の
10
年
の
改
革
に
つ
い
て
振
り
返

り
、
次
の
10
年
を
考
え
る
た
め
の
参
考

に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
活
躍
す
る
徳
島
大
学
の

　
　
卒
業
生
・
修
了
生

　

徳
島
大
学
創
立
後
、
70
年
間
に

5
万
8
千
人
以
上
の
卒
業
生
、
1
万
8
千

人
以
上
の
修
士
ま
た
は
博
士
を
社
会
に
送

り
出
し
て
い
ま
す
。
特
に
卒
業
生
の
中

村
修
二
教
授
︵
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ

バ
ー
バ
ラ
校
︶
が
2
0
1
4
年
に
ノ
ー

ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
さ
れ
、
同
じ
年
に
、

田
中
啓
二
理
事
長
（
［
公
財
］
東
京
都
医
学

総
合
研
究
所
︶
が
文
化
功
労
者
と
し
て
顕
彰

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
原
敏
昭
氏
は
、

日
立
製
作
所
代
表
執
行
役
執
行
役
社
長

兼
C
E
O
に
2
0
1
6
年
に
就
任
し

て
お
ら
れ
ま
す
。
他
に
も
多
く
の
卒
業

研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
﹂
は
、
糖
尿
病
が
徳

島
県
で
克
服
す
べ
き
最
重
要
課
題
の
ひ
と

つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
2
0
1
0
年
に

徳
島
大
学
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
糖
尿

病
の
発
症
予
防
、
重
症
化
の
阻
止
、
健

康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
た
基
礎
研
究

か
ら
臨
床
医
学
研
究
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

 ﹁
ポ
ス
ト
L
E
D
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
研
究

所
（
p
L
E
D
）﹂
は
、
理
工
学
部
の
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
を
発
展
的
に

改
組
し
て
、
2
0
1
9
年
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
、
2
0
1
8
年
度
の

﹁
地
方
大
学
・
地
域
産
業
創
生
交
付
金
﹂

の
交
付
対
象
事
業
に
徳
島
県
の
提
案
で

あ
る
﹁
次
世
代 ＂
光
＂ 

創
出
・
応
用
に
よ

る
産
業
振
興
・
若
者
雇
用
創
出
計
画
﹂

が
採
択
さ
れ
、
徳
島
大
学
が
こ
の
事
業
を

中
心
的
に
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
、
研

究
所
の
設
置
が
不
可
欠
と
な
り
ま
し
た
。

p
L
E
D
は
、
1
研
究
所
1
研
究
室

の
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
に
、
安
井
武
史
研
究

所
長
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
キ
ャ
ン
パ
ス
や
施
設
な
ど
の
整
備

2
0
1
5
年
に
、
徳
島
大
学
病
院

の
新
外
来
診
療
棟
が
完
成
し
ま
し
た
。

1
9
9
5
年
よ
り
大
学
が
進
め
て
き

た
足
掛
け
20
年
の
病
院
再
開
発
計
画
は
、

東
病
棟
、
中
央
診
療
棟
、
西
病
棟
に
続

き
、
こ
れ
に
よ
り
完
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
徳
島
県
立
中
央
病
院
と
の
間

生
が
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
　
学
部
の
改
革

当
初
は
学
芸
学
部
、
医
学
部
、
工
学

部
の
3
学
部
で
発
足
し
、
1
9
5
1

年
に
薬
学
部
が
工
学
部
よ
り
独
立

し
、
1
9
7
6
年
に
は
歯
学
部
が
新

設
さ
れ
、
学
芸
学
部
は
教
育
学
部
を

経
て
1
9
8
6
年
に
総
合
科
学
部
に

改
組
さ
れ
ま
し
た
。
徳
島
県
に
も
農
学

系
の
学
部
が
必
要
で
あ
る
と
の
要
望
か

ら
6
次
産
業
を
担
う
人
材
育
成
の
た
め

に
、
2
0
1
6
年
に
生
物
資
源
産
業

学
部
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
工
学
部
と

総
合
科
学
部
の
理
系
の
教
員
が
中
心
と

な
り
、
１
学
部
１
学
科
の
理
工
学
部
に

改
組
し
、
現
在
の
6
学
部
体
制
に
な
り

ま
し
た
。
教
養
教
育
を
充
実
す
る
た
め

に
教
養
教
育
院
を
2
0
1
6
年
に
新

設
し
、
学
生
の
﹁
入
学
前
か
ら
就
職
に

至
る
﹂
一
貫
し
た
支
援
を
強
化
す
る
た

の
塀
が
撤
去
さ
れ
、
バ
ス
の
停
留
所
が

設
置
さ
れ
る
等
、
徳
島
総
合
メ
デ
ィ
カ

ル
ゾ
ー
ン
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ほ

か
に
も
蔵
本
地
区
︵
病
院
及
び
医
歯
薬
学

部
キ
ャ
ン
パ
ス
︶
に
お
い
て
は
、
薬
局
等

が
入
居
す
る
複
合
施
設
及
び
、
看
護
師

宿
舎
や
認
定
保
育
園
の
ほ
か
留
学
生
居

室
等
の
多
様
な
用
途
に
供
す
る
複
合
施

設
の
2
棟
を
本
学
で
は
初
と
な
る
民
間

資
金
を
活
用
し
た
P
P
P
方
式
に
よ

り
整
備
運
営
す
る
事
業
契
約
を
締
結
し

て
い
ま
す
。

ま
た
同
年
、
地
域
創
生
・
国
際
交
流

会
館
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
徳
島
県
に

お
け
る
地
域
創
生
、
国
際
交
流
に
大
い

に
貢
献
す
る
拠
点
と
し
て
、
本
学
の
一

層
の
飛
躍
を
担
う
施
設
と
な
っ
て
お

り
、5
階
に
あ
る
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

［
A.
B
A
︵
ア
バ
︶］
は
国
立
大
学
法
人

で
は
初
の
設
置
で
、﹁
出
会
い
﹂﹁
発
想
﹂

﹁
共
創
﹂
に
よ
る
参
加
型
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
あ
り
、
そ
こ
で
繰

広
げ
ら
れ
る
地
域
創
生
へ
向
け
ら
れ
た

自
由
闊
達
な
対
話
の
場
と
し
て
、
憩
い
、

食
、
D
I
Y
、
伝
統
・
文
化
の
要
素
も

取
り
入
れ
た
空
間
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
6
年
に
は
、
生
物
資
源
産

業
学
部
の
設
置
に
伴
い
、
そ
の
農
場
と

し
て
、
石
井
町
の
徳
島
県
の
農
業
大
学

校
の
移
転
後
の
土
地
︵
約
9
hr
︶
を
徳

島
県
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
、
創
薬
・
医
療
機
器
開
発
施
設
を

設
置
し
、
豚
を
用
い
た
研
究
が
行
わ
れ

め
、
2
0
1
9
年
度
に
「
高
等
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
　
大
学
院
の
改
革

2
0
0
4
年
度
に
徳
島
大
学
は
大

学
院
大
学
に
な
り
、
教
員
組
織
と
教
育

組
織
を
分
離
し
、
教
育
組
織
で
あ
る
大

学
院
を
教
育
部
と
名
付
け
、
大
学
院
総

合
科
学
教
育
部
、
大
学
院
医
科
学
教
育

部
、
大
学
院
口
腔
科
学
教
育
部
、
大
学

院
薬
科
学
教
育
部
、
大
学
院
栄
養
生
命

科
学
教
育
部
、
大
学
院
保
健
科
学
教
育

部
、
大
学
院
先
端
技
術
科
学
教
育
部
の

7
教
育
部
で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、

教
員
組
織
で
あ
る
研
究
部
に
つ
い
て

は
、
医
歯
薬
学
系
の
教
員
が
大
学
院
ヘ

ル
ス
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部
に
所

属
し
ま
し
た
。
大
学
院
ヘ
ル
ス
バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部
は
、
2
0
1
5

年
度
か
ら
大
学
院
医
歯
薬
学
研
究
部

に
改
組
さ
れ
ま
し
た
。
2
0
0
6

て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
に
は
、
徳
島
県

農
林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
が

隣
接
し
て
お
り
、
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス

ゾ
ー
ン
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
鳴
門
市
に

は
、
水
圏
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
ま
す
。
主
に
海
藻
の
養
殖
や
、
海

藻
を
用
い
た
ア
ワ
ビ
等
の
養
殖
技
術
に

つ
い
て
の
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
学
生

の
フ
ィ
ー
ル
ド
実
習
に
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
に
は
、
徳
島
県
の
水
産
研

究
課
鳴
門
庁
舎
が
隣
接
し
て
お
り
、
マ

リ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
ゾ
ー
ン
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
2
0
1
9
年
に
は
、
阿
南

工
業
と
新
野
両
高
を
統
合
し
た
阿
南
光

高
校
の
新
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
徳
島
大

学
が
関
与
し
、
6
次
産
業
化
を
担
う
人

材
を
育
成
す
る
﹁
と
く
し
ま
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
﹂
も
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
高
校
生
の
教
育
も
行
う
新
規
の
高

大
接
続
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　謝
辞創

立
70
周
年
事
業
に
対
し
て
、
皆
さ

ま
か
ら
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
徳
島
大
学
は
、
今
後
も
教
育
・

研
究
基
盤
を
強
化
し
て
、
地
域
か
ら
国

際
的
な
課
題
を
解
決
す
る
大
学
を
目
指

し
て
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

年
度
に
は
工
学
系
の
教
員
は
大
学
院

ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部

に
、
2
0
0
9
年
度
に
は
人
間
・
自

然
環
境
研
究
系
の
教
員
は
大
学
院
ソ
シ

オ
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部

に
所
属
し
ま
し
た
。
2
0
1
7
年
度

か
ら
は
、
両
研
究
部
を
統
合
し
、
大
学

院
社
会
産
業
理
工
学
研
究
部
を
設
置
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
2
0
2
0
年

度
に
、
常
三
島
地
区
の
大
学
院
は
統
合

さ
れ
、
大
学
院
創
成
科
学
研
究
科 ︵
4

専
攻
：
地
域
創
成
専
攻
、
臨
床
心
理
学
専
攻
、

理
工
学
専
攻
、
生
物
資
源
学
専
攻
︶
を
設
置

予
定
で
す
。

　
　
研
究
支
援
と

　
　
産
官
学
連
携
の
改
革

異
分
野
融
合
型
研
究
の
推
進
に
よ
る

新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
目
指

し
て
、
分
野
を
越
え
た
複
数
の
研
究
者

か
ら
な
る
研
究
集
団
︵
研
究
ク
ラ
ス
タ
ー
︶

に
対
す
る
研
究
費
の
重
点
支
援
等
を
実

施
す
る
﹁
研
究
ク
ラ
ス
タ
ー
支
援
制
度
﹂

を
2
0
1
7
年
度
か
ら
実
施
し
ま
し

た
。
教
員
に
平
等
に
配
布
し
て
い
る
研

究
費
と
は
別
に
、
学
長
裁
量
経
費
︵
大

学
機
能
強
化
事
業
支
援
︶
１
億
円
を
確
保

し
、
千
人
の
教
員
に
10
万
円
を
平
等
に

配
布
す
る
の
で
は
な
く
、
長
期
的
に
は

大
学
に
資
金
が
還
元
さ
れ
る
可
能
性
の

あ
る
研
究
に
投
資
し
、
研
究
費
が
投
資

額
以
上
に
増
え
る
仕
組
み
を
考
え
て
い

創
立
70
周
年
を

迎
え
て

Ⅰ
大
学
改
革
の
10
年
Ⅰ

特
集

徳
島
大
学
長  

野
地 

澄
晴  ︵
の
じ 

す
み
は
れ 

︶

1

5

6 2

3

4
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1969年 （昭和44年）

　● 大学院栄養学研究科を設置

1970年 （昭和45年） 

　● 「徳大広報」を創刊

1975年 （昭和50年）

　● 保健管理センターを設置
　● 薬学部附属薬用植物園を設置 

1976年 （昭和51年）

　● 歯学部を設置 

1979年 （昭和54年）

　● 歯学部附属病院を設置 

1983年 （昭和58年）

　● 大学院歯学研究科を設置 

1986年 （昭和61年）

　● 総合科学部（総合科学科）を設置
　● 教育学部附属の小学校・中学校・幼稚園・養護学校を鳴門教育大学に移管
　● 大学開放実践センターを設置 

1987年 （昭和62年） 

　● 医学部附属看護学校・診療放射線技師学校・臨床検査技師学校を改組し、
　　徳島大学医療技術短期大学部を併設（2005年3月廃止） 

1991年 （平成3年）

　● 地域共同研究センター（現在の産学官連携プラザ）を設置 

1992年 （平成4年）

　● 埋蔵文化財調査室を開設 

1993年 （平成5年）

　● 併設工業短期大学部が廃止転換され、工学部に夜間主コースを設置 

1994年 （平成6年）

　● 大学院人間・自然環境研究科を設置 

1995年 （平成7年）

　● 北島町に国際交流会館を開館 

1998年 （平成10年）

　● ゲノム機能研究センターを設置

1999年 （平成11年）

　● 全学共通教育センターを設置 

2001年 （平成13年）

　● 徳島大学などの出資により株式会社テクノネットワーク四国（四国TLO）を設立 

　● 徳島大学医療技術短期大学部を改組し、医学部保健学科を設置 

1949年 （昭和24年） 
　● 旧制の徳島師範学校、徳島青年師範学校、徳島医科大学、徳島医学　
　　専門学校、徳島高等学校および徳島工業専門学校を包括した徳島大　
　　学の設置（学芸学部・医学部・工学部の3学部）
　● 徳島医科大学附属病院を徳島大学医学部附属病院と改称 

1951年 （昭和26年） 
　● 薬学部を設置（同年3月工学部薬学科を廃止） 

1952年 （昭和27年）

　● 附属図書館を常三島地区に設置、医学部図書分館を蔵本分館と改称 

1954年 （昭和29年） 
　● 徳島大学工業短期大学部を併設（1996年3月廃止）

1955年 （昭和30年）

　● 大学院医学研究科を設置 

1959年 （昭和34年）　　
　● 常三島地区に学生会館を開館 

1961年 （昭和36年） 

　● 医学部附属酵素研究施設（現在の先端酵素学研究所）を設置 

1964年 （昭和39年） 

　● 大学院工学研究科を設置 

　● 医学部に栄養学科を設置 

1965年 （昭和40年）

　● 教養部を設置（1993年3月廃止）
　● 大学院薬学研究科を設置 

1966年 （昭和41年）

　● 学芸学部を教育学部と改称（1990年3月廃止） 
　● 電子計算機センター（現在の情報センター）を開設 

1967年 （昭和42年）

　● 養護教諭養成所を附置（1979年3月廃止）

2002年 （平成14年）

　● 留学生センターを設置 

　● 教育実践推進機構、研究連携推進機構を設置  

2003年 （平成15年）

　● 徳島県・徳島県教委・市長会・町村会との間で徳島地域連携協議会を
　　設置
　● 医学部附属病院と歯学部附属病院を統合し、医学部・歯学部附属病院
　　とする 

　● 社会連携推進機構を設置 

2004年 （平成16年）［国立大学法人化］

　● 大学院ヘルスバイオサイエンス研究部、および医科学・口腔科学・
　　栄養生命科学・薬科学の4教育部を設置 

2006年 （平成18年）

　● 徳島大学地域・国際交流プラザ（日亜会館）の竣工記念式典を挙行、　　　
　　「ガレリア新蔵」の開設 

　● 薬学部を6年制の薬学科および4年制の創製薬科学科に改組
　● 大学院ソシオテクノサイエンス研究部および先端技術科学教育部を
　　設置
　● 大学院保健科学教育部の設置
　● 助産学専攻科の設置 

2007年 （平成19年）

　● 歯学部口腔保健学科の設置
　● 疾患酵素学研究センターの設置（分子酵素学研究センターの転換） 

2008年 （平成20年）

　● 大学院保健科学教育部博士後期課程を設置
　● 疾患ゲノム研究センターを設置（ゲノム機能研究センターの転換）

2009年 （平成21年）

　● 大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部および総合科学
　　教育部を設置 

2010年 （平成22年）

　● 徳島大学病院の設置（医学部・歯学部附属病院の転換）

2011年 （平成23年）

　● 大学院口腔科学教育部修士課程を設置

2012年 （平成24年）

　● 助産学専攻科を廃止し、保健科学教育部に博士前期課程助産学
　　実践コースを設置 

　● 疾患プロテオゲノム研究センターの設置（疾患ゲノム研究センターの転換） 

2013年 （平成25年）

　● 藤井節郎記念医科学センターを設置   

2014年 （平成26年）

　● 保健管理センターを改組し、保健管理・総合相談センターを設置 

　● 医学部栄養学科を改組し、医科栄養学科を設置 

　● 中村修二氏（徳島大学工学部卒業、博士（工学）（徳島大学）がノーベル物理　　
　学賞受賞 

　● 田中啓二氏（徳島大学医学部栄養学科卒業）が文化功労者として顕彰 

2015年 （平成27年）

　● 大学院ヘルスバイオサイエンス研究部を大学院医歯薬学研究部に改組
　● 大学院口腔科学教育部口腔保健学専攻（博士後期課程）を設置 

2016年 （平成28年）

　● 総合科学部3学科を総合科学部社会総合科学科に改組
　● 工学部7学科を理工学部理工学科に改組
　● 生物資源産業学部生物資源産業学科を設置
　● 大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部を大学院総合科学研究部に改組
　● 大学院ソシオテクノサイエンス研究部を大学院理工学研究部に改組
　● 大学院生物資源産業学研究部を設置
　● 教養教育院の設置
　● 疾患酵素学研究センター及び疾患プロテオゲノム研究センターを改組し、
　　先端酵素学研究所を設置
　● 教職教育センターを設置 

2017年 （平成29年）

　● 大学院総合科学研究部、大学院理工学研究部及び大学院生物資源産業学
　　研究部を改組し、大学院社会産業理工学研究部を設置
　● 創新教育センターを設置
　● 技術支援部を設置 

2018年 （平成30年）

　● 徳島大学産業院を設置 

2019年 （平成31年）

　● ポストLEDフォトニクス研究所を設置 

　● 地域創生センターと大学開放実践センターを改組し、人と地域共創センターを設置
　● 保健管理・総合相談センターと特別修学支援室を改組し、キャンパスライフ健康
　　支援センターを設置
　● 総合教育センターと創新教育センターを改組し、高等教育研究センターを設置

 創立70周年特集

徳島大学の歴史
ー創立（1949年）から現在（2019年）までー
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卒
業
生
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら

ご
厚
情
を
い
た
だ
き
、
2
0
1
9
年
6
月
末

現
在
で
2
0
2
5
人
の
方
か
ら
ご
寄
附
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
感
謝
の
意
を
込
め
、
こ

こ
に
ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
2
0
1
9
年
4
月
～
6
月

末
ま
で
に
ご
入
金
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
方
で
、
公
開
を
了
承
い
た
だ
き
ま
し
た
方

を
五
十
音
順
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

6
月
末
時
点
で
本
学
教
職
員
で
あ
る
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
掲
載
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
2
0
1
9
年
7
月
以
降

に
ご
入
金
を
確
認
で
き
た
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
2
0
2
0
年
1
月
冬
号
に
掲
載
い
た
し

ま
す
。

　

引
き
続
き
本
学
へ
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

寄
附
者
の
ご
紹
介

相
原
　
秀
生 

様

油
谷
　
増
夫 

様

飯
田
　
恵
子 

様

石
川
　
榮
作 

様

岩
見
　
宏
康 

様

大
江
　
智
恵
美 

様

岡
　
　
一
成 

様

金
下
　
澄
代 

様

桑
原
　
幸
子 

様

酒
向
　
敏
彦 

様

佐
藤
　
英
一
郎 

様

佐
藤
　
隆 

様

佐
藤
　
泰
之 

様

澤
田
　
典
代 

様

白
井
　
栞
奈 

様

瀬
尾
　
勲
夫 

様

妹
尾
　
初
恵 

様

田
内
　
康
之 

様

髙
橋
　
里
亥 

様

但
馬
　
重
俊 

様

谷
　
　
慶
明 

様

谷
井
　
宏
光 

様

玉
置
　
裕
規 

様

土
岐
　
俊
一 

様

長
尾
　
早
苗 

様

中
橋
　
祥
隆 

様

中
村
　
敦
夫 

様

仲
村
　
富
美
子 

様

西
　
　
裕
治 

様

長
谷
川
　
泰
央 

様

濱
本
　
恒
男 

様

廣
瀬
　
京
子 

様

松
尾
　
敬
志 

様

水
口
　
裕
之 

様

湊
　
　
亮
詠 

様

毛
利
　
久
康 

様

山
路
　
澄
生 

様

山
田
　
良
太
郎 

様

山
本
　
圭
二 

様

横
目
　
英
作 

様

吉
田
　
滋 

様

吉
田
　
翼 

様

創立70周年記念美術展（開催中）
場所： ガレリア新蔵（日亜会館1階）
開館時間： 10:00～17:00 ※各展覧会の最終日は、16:00閉館となります。

■ 絵画表現研究室卒業生グループ展　　　　   2019年10月  5日～10月14日
■ 絵画表現研究室学生グループ展　　　　　    2019年10月17日～10月27日
■ 徳島大学総合美術展　　　　　　　　　　   2019年11月  1日～11月24日

徳島大学は、本年11月2日に創立70周年を迎えます。今後開催予定の記念行事をご紹介しますので、皆さまには
ぜひご参加・ご高覧くださいますようお願い申し上げます。70周年記念行事の詳細は、本学HPに随時掲載いたします。
https://www.tokushima-u.ac.jp/about/anniversary_70th/memorial_ceremony/

行事案内 創立70周年記念

ホームカミングデー
日時： 2019年11月2日（土）
オープニングセレモニー・記念講演会
場所： 徳島大学長井記念ホール（蔵本キャンパス内）
　     10:30～　受付
　     11:00      開会
　     11:30～　記念講演会 徳島大学長 野地澄晴
　　　　　　     テーマ： 徳島大学の明るい未来像
　　　　　　　国立大学は、「全国都道府県に設置という基本原則を堅持」しな
　　　　　　　がらも、「戦略的に大学間の資源配分、役割分担などを調整・決
　　　　　　　定する経営体の導入を検討」することになっている。徳島大学の
　　　　　　　未来像を提案する。
　     12:15      閉会

各同窓会イベント
場所： 徳島大学常三島・蔵本の各キャンパス

記念講演会
日時： 2019年11月3日（日・祝）13:00（開場12:30）
場所： JRホテルクレメント徳島
　　 13:05～　「“Beyond The TOKYO”腰痛治療最前線
                  ～徳島からこの技術を全国に～」
                        徳島大学大学院医歯薬学研究部 運動機能外科学 教授　

                        西良 浩一
　　 14:00～　「あきらめないこと、それが冒険だ」
                        アルピニスト 野口 健 氏

記念式典・祝賀会
日時： 2019年11月3日（日・祝）
場所： JRホテルクレメント徳島

映像デザイン研究室展（2019年7月）

　

2
0
1
9
年
7
月
2
日
～
7
月
20

日
の
期
間
、
徳
島
大
学
ガ
レ
リ
ア
新
蔵

に
て
映
像
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
学
生
・
卒

業
生
グ
ル
ー
プ
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た
大
き
な
2
枚
の
タ

ペ
ス
ト
リ
ー
が
佐
川
さ
ん
の
作
品
で
す
。

テ
ー
マ
は
﹁
子
育
て
の
あ
る
人
生
﹂。
未

婚
率
の
増
加
や
少
子
化
と
い
っ
た
社
会

問
題
を
背
景
に
、
結
婚
し
、
子
育
て
し

な
が
ら
働
く
こ
と
に
憧
れ
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
写
真
や
デ
ザ
イ
ン
に
も

工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。　
　

　

佐
川
さ
ん
が
所
属
す
る
佐
原
先
生
の

研
究
室
は
、
映
像
や
デ
ザ
イ
ン
で
地
域

の
課
題
解
決
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、

美
馬
市
の
産
直
市
で
地
域
の
人
達
を
対

象
と
し
た
子
ど
も
食
堂
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
に
入
っ
て

地
元
の
人
達
と
ふ
れ
あ
う
中
で
、
様
々

る
の
を
感
じ
ま
し
た
﹂。

　

こ
の
体
験
を
き
っ
か
け
に
、
い
い
意
味

で
リ
ミ
ッ
タ
ー
が
外
れ
、﹁
感
覚
が
自
由

に
な
っ
た
﹂
と
い
う
佐
川
さ
ん
。
留
学

生
や
学
部
外
の
人
達
と
も
幅
広
く
交
流

し
、
学
生
主
体
の
イ
ベ
ン
ト
運
営
な
ど

に
も
関
わ
り
、
貴
重
な
体
験
を
し
た
こ

と
で
成
長
で

き
た
と
話
し

ま
す
。
そ
の

様
子
は
ま
る

で
徳
大
生
の

モ
ッ
ト
ー
で

あ
る﹁Think 

global, act local

︵
グ
ロ
ー
バ
ル
に
考
え
、ロ
ー

カ
ル
に
行
動
す
る
︶﹂
を
体
現
し
て
い
る
か

の
よ
う
。
社
会
に
出
た
後
も
こ
の
言
葉

が
、
佐
川
さ
ん
を
新
し
い
世
界
へ
導
い
て

く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

な
課
題
を
見
つ
け
、
地
域
に
寄
り
添
い
、

﹁
ど
う
い
う
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
、
何

を
す
れ
ば
い
い
か
？
﹂
と
検
証
を
重
ね

る
中
で
、
座
学
だ
け
で
は
実
感
し
得
な

い
、
喜
び
や
楽
し
さ
に
感
動
し
た
と
い
い

ま
す
。

様
々
な
人
と
の
出
会
い
が

広
い
世
界
へ
と
導
い
て
く
れ
た

　
﹁
私
は
徳
島
生
ま
れ
、
徳
島
育
ち
。

外
の
世
界
を
知
ら
な
い
ま
ま
、
地
元
の

大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
が

1
年
生
の
と
き
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
で
日
本
語

を
学
ぶ
学
生
に
日
本
を
紹
介
す
る
と
い

う
短
期
研
修
に
参
加
す
る
た
め
、
初
め

て
海
外
へ
。
知
ら
な
い
土
地
へ
い
く
ワ
ク

ワ
ク
感
や
、
初
め
て
出
会
う
人
達
と
の

ふ
れ
あ
い
の
中
で
、
自
身
の
世
界
が
広
が

Think global,act local！
たくさんの出会いと感動に満ちた学生生活を送っています

My Life Situation
アルバイト: 大学図書館
趣味: 『テラスハウス』を見ること

My Campus Life

総合科学部 社会総合科学科 4年　

佐川 季良（さがわきらら）

映像デザイン研究室学生・卒業生グループ展
佐原先生の研究室を選んだのは「論文にまとめて文
字だけで表現するよりも、作品制作という多様な表
現に挑戦してみたかったから」という佐川さん。この
サイズに決めたのは、佐原先生のアドバイス。迫力あ
る等身大のタペストリーにすることで、よりリアルに
メッセージが伝わります。卒業までに同じサイズで10
本くらい制作する予定。

スロベニア留学の様子。

ゼミでのフィールドワークの様子。


